



























［Abstract］Programing education has attracted an attention along with the development of computer 
technology. Under this background, the Japan government has decided to make programming education 
mandatory in elementary schools from spring 2020. On the other hand, programming education for 
university students has not been sufficiently conducted. For instance, coding skills are necessary to 
design experiments for cognitive and perceptual psychology, but there are many students who have never 
experienced coding in experimental psychology majors.
 In this article, I report a case study of programming education for psychological experiments 
conducted for inexperienced programming at Department of Psychology, Japan Woman’s University. The 
goal of this lecture was to create a demonstration of a psychological experiment using PsychoPy, which 
is an open source package based on Python, that was relatively easy to use for beginners in coding.  At 
the end of the lecture, all students became able to make programs of psychological experiments based 
on understanding the construction of the programs using PsychoPy. In addition, questionnaire surveys 
conducted before and after the lecture revealed that some students gained confidence in coding through 
the lecture. These result suggest that using PsychoPy is useful for university students who have no or less 
coding experience, and for teaching experimental psychology.
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付けられ（平成 30 年度情報通信白書 1） 、“自分が意図する一連の活動を実現するために、どのよ
うな動きの組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号をどのように組み合わせたらい
いのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より意図した活動に近づくのか、といった














本稿では、比較的簡単な言語とされ世界的にも使用者が多い python 言語を、GUI ベースで初








術は欠かせないものである。そのため、e-Prime (Psychology Software Tools) や Super LAB (Cedrus 
























今回内容と成果を報告する心理学特講 3 は、2018 年度日本女子大学人間社会学部において、
心理学科専門科目として開講された。授業は講義と実習を併用する形式で各 90 分、全 15 回実施
された。






学習を希望する学生には、十河宏之著「心理学実験プログラミング : Python/PsychoPy による実験
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作成・データ処理」朝倉書店 6）を参考図書として推薦した。以下、心理学特講 3 について「本授業」
と示す。
2.2　履修者
2018 年度において心理学特講 3 は 7 名の心理学科所属の学生が履修登録を行ったが、うち 2
名は授業を 1 度も受講しなかった。実際に授業を受講した学生は 5 名であり、うち 2 名は 3 年生、
3 名は 2 年生であった。以下、実際に授業を受講した 5 名の受講生について報告する。
2.3　授業の流れ


















































⑤ 内部変数取得練習課題：第 8 回授業で実施。変数や、関数の概念について改めて講義し、内
部変数を取得し、関数を利用する練習を実施した。
⑥ 概念学習課題 *：第 9 ～ 11 回授業で実施。概念の学習過程について調べるため、視覚刺激
とスケールを表示し実験参加者にレーティングさせる実験プログラムを作成した。実験参加
者の反応をフィードバックするため、条件分岐のためのコードを記述させた。
⑦ 論文掲載実験の再現課題１：第 12 回～ 13 回授業で実施。論文に記述された手続きを読解し、
提示された視覚刺激のカテゴリを判断させ、視覚刺激の再認テストを行う実験プログラムを
作成した。はじめに Yamada et al., (2012)8）の実験内容と結果の概略を説明し、使用する画像
などを一部差し換えた実験を再現させた。具体的な PsychoPy Builder の操作方法を示しなが
らカテゴリ判断と印象評定のためのレーティングスケールの使い方を解説した上でプログラ
ムを作成した。












①四角形の連続提示練習課題 多角形コンポーネント , ループ , 座標 , 刺激のサイズ・色の指定







⑤内部変数取得練習課題 変数・データ型・関数の概念理解 , 内部変数の取得 , 関数の利用 , 
⑥概念学習課題 *
レーティングスケールコンポーネント, 実験情報ダイアログ, コー

































プログラミング経験について：4 と 5 の回答結果から、プログラミングの経験については、未
経験者 3 名（うち 3 年生 1 名）、経験者 2 名（うち 3 年生 1 名）であった。経験者に学んだ言語を




所属ゼミとプログラミングを活用する具体的な予定の有無について：3 年生 2 名は基礎心理学
系のゼミに所属し、興味のあるテーマは共に認知心理学系であると答えた。うち学生 A は卒業




卒業研究で実験を実施する可能性を検討している学生 A と学生 B は心理学実験で活用できるプ
ログラミング技術の習得を、プログラミング経験のある 2 年生である学生C はプログラミング技
術の学習を、他 2 名（以下学生 D・学生 E と称する）はプログラミング経験を積んでみたいとい
う希望があった。
プログラミング経験の有無とプログラミングへの苦手意識について：初回授業での自己紹介お






















A B C D E






テキストコンポーネントを使って、文字を好きな場所に表示する ● ● ● ●
画像コンポーネントを使って、画像を好きな場所に表示する ● ● ● ●
文字や画像など、実験刺激の提示時間を任意に設定できる ● ● ● ● ●
レイティングコンポーネントを使って、任意の段階で評価をさせることができる ● ● ● ● ●
Code コンポーネントを使って、Python のコードを書き入れてプログラムを制御できる ● ● ● ● ●
ループ機能を使い、実験条件ファイルで画像など試行の内容を制御することができる ● ● ● ● ●
被験者の回答をキー入力で取得できる ● ● ● ● ●
被験者の回答に応じたフィードバック処理を行うことができる ● ● ● ● ●
実験情報ダイアログに入力した情報に応じて、表示を変更するプログラムを作成できる ● ● ● ● ●
PsychoPy から出力された実験結果ファイルから、実験結果をグラフや表にまとめること
ができる
● ● ● ●





































はい　／　いいえ 〇 〇 × × ×
７．上記のようなもの以外の心理学実験の被験者になったことはありますか？
はい　／　いいえ 〇 〇 〇 〇 〇













































を受けつつではあるが全受講生が完了できたことから、全受講生が PsychoPy Builder の使い方の


















授業アンケートの結果、受講者 5 名のうち学生A・B・D は、授業で学習した内容（質問項目 2）
をすべて習得できたと回答し、教員の評価と一致していた。プログラミングに自信がついたか尋

































また、項目 10 は実験結果の集計、項目 11 は実験デザインを読み解くことが必要であり、この
ようにプログラミング技術の他に心理学的な知識が求められる技術の習熟度は、実験プログラム
を作成できるという学生自身の体感には影響しにくいようであった。






授業アンケートの結果から、3 年生の学生 A と B はコンピュータ操作による実験に被験者とし













の整理を行っていたが、この内容について 3 年生の学生 B には「この授業でプログラミングする
ことによって、プログラミングだけでなく実験の内容も十分理解できてよかった。」と評価され
る一方で、2 年生の学生 D には「最初に与えられる情報がとても少なかった」と指摘された。こ
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